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本書は，弘前大学 21世紀教育（教養教育）で開設されている講義「環境との共生(D)」 
を基礎に，学生および市民の学習用テキストとして編集された。 この講義は，東日本
大震災直前の 2010年後期から始まったが，青森県の経済， 歴史，地域社会などを学
び，原子力開発や自然エネルギー開発を取り上げ，青森県の未来を考えるというもの
である。福島第一原発事故以降は，日本の原子力政策と地域との関わりが鋭く問われ
ているので，青森県に限らず同様の問題を抱える地域でも，環境，地域，エネルギー，
原子力開発をトータルにとらえることは，重要な課題となっている。本書は，自然科
学，社会科学を 問わず幅広い研究領域によって構成されており，環境との共生という
視点から，原子力開発問題を学際的に学べる内容となっている。
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